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『九条家車図』の成立をめぐって

　
『
西
園
寺
家
車
図
』
お
よ
び
『
九
条
家
車
図
』
は
、
西
園
寺
家
・
九
条
家
そ
れ
ぞ
れ
で
、
主
と
し
て
鎌
倉
時
代
に
乗
用
さ
れ
た
牛
車
を

図
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
二
巻
一
対
で
伝
存
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
両
図
が
、
牛
車
を
研
究
す
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な

史
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
礎
的
な
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
現
状
に
鑑
み
、
数
年
前
か
ら
そ
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

や
伝
本
の
系
統
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
す
な
わ
ち
、
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
一
号
に
お
い
て
、
「
『
西
園
寺
家
車
図
』
諸
本
の
研
究
」
（
旧
稿
①
）
と
題
し
て
、
『
西

園
寺
家
車
図
』
の
伝
本
の
系
統
を
解
明
し
、
『
西
園
寺
家
車
図
』
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
西
園
寺
家
で
乗
用
さ
れ
た
牛
車
の
絵
図
お
よ
び
そ

の
説
明
書
き
を
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
初
め
ま
で
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
『
車
絵
図
』
と
呼
ば
れ
、
『
九
条
家
車
図
』

を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
同
第
一
二
号
に
お
い
て
、
「
忘
れ
ら
れ
た
車
図
－
陽
明
文
庫
所
蔵
『
納

1



言
大
将
車
絵
様
』
お
よ
び
『
車
絵
』
に
つ
い
て
ー
」
（
旧
稿
②
）
と
題
し
て
、
『
西
園
寺
家
車
図
』
に
先
行
す
る
中
世
の
牛
車
の
絵
図
で
あ

る
陽
明
文
庫
所
蔵
『
車
絵
』
等
の
分
析
を
通
じ
て
、
中
世
に
お
け
る
牛
車
の
絵
図
の
制
作
に
西
園
寺
家
の
分
家
で
あ
る
洞
院
家
が
深
く
関

与
し
て
い
る
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。

　
牛
車
は
、
中
世
貴
族
に
と
っ
て
主
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
道
上
に
お
い
て
乗
車
主
の
身
分
を
標
識
す
る
も

の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
製
作
に
当
た
っ
て
は
、
家
格
と
官
位
と
い
う
二
つ
の
指
標
が
絡
み
合
い
、
細
部
に
至
る
ま
で
綿
密
な
差
異
の
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

系
が
構
築
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
の
牛
車
は
現
存
せ
ず
、
近
世
・
近
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
ら
、
京
都
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

所
等
に
わ
ず
か
に
数
台
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
中
世
の
牛
車
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
日
記
・
物
語
等
の
文
献
史
料

や
牛
車
絵
図
（
以
下
、
本
稿
で
は
有
職
の
観
点
か
ら
描
か
れ
た
牛
車
の
絵
図
を
「
牛
車
絵
図
」
と
称
す
る
）
お
よ
び
絵
巻
等
の
絵
画
史
料

を
分
析
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
牛
車
絵
図
な
の
で
あ
る
。
絵
巻
の
中
で
は
、
細
部
に
こ
だ
わ

る
こ
と
な
く
描
く
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
実
際
そ
の
よ
う
な
も
の
の
方
が
は
る
か
に
多
い
の
だ
が
、
旧
稿
②
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
牛

車
絵
図
は
牛
車
の
製
作
準
備
過
程
で
描
か
れ
た
可
能
性
も
高
く
、
出
来
る
限
り
正
確
に
描
写
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
前
提
に
、
『
西
園
寺
家
車
図
』
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
『
九
条
家
車
図
』
に
つ
い
て

考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
『
九
条
家
車
図
』
は
、
古
写
本
が
伝
存
し
な
い
う
え
に
、
『
西
園
寺
家
車
図
』
と
異
な
り
、
江
戸
時
代
に
お
け

る
転
写
に
つ
い
て
も
奥
書
を
載
せ
な
い
本
が
多
い
の
で
、
伝
本
の
系
統
を
解
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
容
や

加
え
ら
れ
た
識
語
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
の
成
立
過
程
を
あ
る
程
度
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
な
お
、
『
西
園
寺
家
車
図
』
と
同
様
、
す
で
に
「
丹
鶴
叢
書
」
や
「
集
古
十
種
」
に
翻
刻
が
あ
る
が
、
良
質
な
本
文
を
提
示
す
る
た
め

に
、
書
写
年
代
・
伝
来
の
明
確
な
最
古
の
写
本
で
あ
る
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
飛
鳥
井
本
『
九
条
家
車
図
』
（
以
下
、
飛
鳥
井
本
と
略

称
す
る
）
を
翻
刻
し
て
附
載
す
る
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
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第
一
章
　
『
九
条
家
車
図
』
の
構
成
と
内
容

『九条家車図』の成立をめぐって

　
本
章
で
は
、
『
九
条
家
車
図
』
が
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
、
お
よ
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
、
検
討
す
る
。

　
『
九
条
家
車
図
』
は
、
早
く
に
公
刊
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
「
丹
鶴
叢
書
」
所
収
の
本
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、

こ
の
本
は
、
他
の
写
本
と
は
大
き
く
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
至
徳
二
年
（
＝
二
八
五
）
の
書
写
に
か
か
る
識
語
の
位
置
で
あ
る
。

「
丹
鶴
叢
書
」
本
は
、
末
尾
に
載
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
多
く
の
写
本
は
そ
れ
を
巻
頭
に
載
せ
て
お
り
、
後
者
の
方
が
本
来
の
形
の

　
　
　
（
5
）

よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
飛
鳥
井
本
に
即
し
て
そ
の
構
成
を
見
て
み
よ
う
。

　
『
九
条
家
車
図
』
は
、
①
至
徳
二
年
の
書
写
識
語
、
②
侍
従
、
中
・
少
将
の
時
に
乗
用
し
た
車
の
図
（
第
一
図
）
お
よ
び
そ
の
説
明
書

き
、
③
公
卿
の
時
に
乗
用
し
た
車
の
図
（
第
二
図
）
お
よ
び
そ
の
説
明
書
き
、
④
半
蔀
車
の
図
（
第
三
図
）
、
⑤
違
物
見
車
（
網
代
車
）

の
図
（
第
四
図
）
お
よ
び
そ
の
説
明
書
き
、
⑥
上
白
車
の
図
（
第
五
図
）
お
よ
び
そ
の
説
明
書
き
、
⑦
庇
車
の
図
（
第
六
図
）
お
よ
び
そ

の
説
明
書
き
、
⑧
唐
車
の
図
（
第
七
図
）
お
よ
び
そ
の
説
明
書
き
、
⑨
尼
眉
車
の
図
（
第
八
図
）
、
⑩
横
榔
庇
車
の
説
明
書
き
（
使
用
例
）
、

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
全
図
に
淡
い
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
絵
様
の
色
目
に
つ
い
て
は
、
諸
本
の
異
同
が
大
き
く
、
本

来
の
彩
色
を
確
定
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
説
明
書
き
を
主
体
に
考
え
、
絵
様
は
補
助
的
に
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
詳
細
を
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
。
冒
頭
の
「
此
車
絵
様
等
、
自
九
条
前
関
白
経
教
公
、
／
被
借
送
、
傍
写
留
之
、
彼
家
車
躰
欺
、
／
至
徳
二
年
十
一
月

三
日
」
と
い
う
識
語
（
た
だ
し
、
多
く
の
写
本
は
「
彼
家
車
」
が
「
彼
家
計
」
と
な
っ
て
い
る
。
転
写
の
過
程
で
「
車
」
と
い
う
文
字
が

「
斗
」
（
1
1
計
）
と
誤
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
）
は
、
口
語
訳
す
れ
ば
、
「
こ
の
車
絵
様
は
、
前
関
白
の
九
条
経
教
か
ら
貸
し
送
ら
れ
て
3



き
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
を
写
し
留
め
た
。
九
条
家
乗
用
の
車
の
様
子
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
誰
か
が
九

条
家
に
所
持
さ
れ
て
い
た
牛
車
絵
図
を
借
用
し
、
至
徳
二
年
＝
月
三
日
に
書
写
し
終
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
巻
首
に
位
置
す
る
識
語
こ

そ
が
、
『
九
条
家
車
図
』
と
い
う
名
称
の
由
来
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
車
絵
様
を
経
教
か
ら
借
用
し
た
人
物
に
つ
い
て
は

明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
次
い
で
②
に
つ
い
て
。
第
一
図
は
、
侍
従
、
中
・
少
将
つ
ま
り
殿
上
人
で
あ
る
時
に
乗
用
す
る
網
代
の
車
、
す
な
わ
ち
文
車
（
も
ん
の

く
る
ま
）
の
絵
図
で
あ
る
。
屋
根
や
物
見
（
窓
に
当
た
る
部
分
）
に
は
群
れ
飛
ぶ
千
鳥
の
姿
が
、
立
板
（
物
見
の
下
の
部
分
）
や
袖
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）

岩
や
笹
が
描
か
れ
、
袖
の
内
側
（
袖
格
子
の
下
部
）
に
は
亀
甲
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
見
の
上
に
あ
る
横
の
連
子
は
、

『
西
園
寺
家
車
図
』
で
は
太
政
大
臣
拝
任
以
後
に
乗
用
す
る
車
に
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
官
位
の
低
い
う
ち
か
ら
連
子

の
あ
る
車
に
乗
用
で
き
る
の
は
、
摂
関
家
な
ら
で
は
の
こ
と
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
九
条
道
家
の
日
記
で
あ
る
『
玉
蘂
』
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
四
月
＝
日
条
の
九
条
忠
家
（
道
家
の
孫
）
の
首
服
の
記
事
に
は
、

「
網
代
車
、
勤
趾
龍
乏
酊
棋
肝
網
黙
説
篠
轍
ポ
凍
魏
肝
絵
渤
現
」
と
あ
り
、
忠
家
の
乗
用
し
た
車
は
こ
の
図
の
よ
う
な
車
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

忠
家
は
、
同
月
一
八
日
に
左
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
七
月
二
十
日
に
は
左
中
将
に
転
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
九
条
家
に
お
い
て
、

中
・
少
将
の
と
き
に
こ
の
図
の
よ
う
な
車
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
玉
蘂
』
に
見
え
る
「
委
見
絵
様
」
と

い
う
文
言
は
、
こ
の
車
を
描
い
た
絵
図
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

　
③
に
つ
い
て
。
第
二
図
は
公
卿
の
時
に
乗
用
す
る
網
代
の
車
で
あ
る
。
後
掲
の
近
衛
道
嗣
の
書
状
（
史
料
一
）
で
は
、
「
大
中
納
言
時

召
之
、
」
と
す
る
が
同
じ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
全
体
を
白
地
に
し
た
網
代
（
白
網
代
）
で
、
屋
根
お
よ
び
袖
、
物
見
等
全
体
に
蝶
の

文
様
（
裡
に
向
蝶
菱
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
④
に
つ
い
て
。
第
三
図
は
、
絵
様
が
単
独
で
存
在
し
、
説
明
書
き
を
伴
っ
て
い
な
い
。
こ
の
車
も
網
代
車
の
一
種
で
、
物
見
の
部
分
が

4



『九条家車図』の成立をめぐって

引
き
戸
で
は
な
く
半
蔀
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
半
蔀
車
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
成
立
の
僧
家
を
中
心
と
し
た
有
職
書

で
あ
る
『
門
室
有
軌
裡
』
に
よ
れ
ば
、
「
半
蔀
、
院
、
親
王
、
関
白
、
大
臣
、
若
大
将
乗
之
、
」
と
あ
り
、
大
臣
・
大
将
以
上
の
乗
用
す
る

車
で
あ
る
。
説
明
書
き
が
な
い
た
め
確
定
は
で
き
な
い
が
、
立
板
以
外
は
白
網
代
の
よ
う
で
あ
る
。
袖
に
憾
牡
丹
が
描
か
れ
、
立
板
に
は

小
八
葉
、
屋
根
に
は
唐
花
菱
の
文
様
が
散
ら
し
て
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
公
卿
・
三
条
公
房
が
父
実
房
お
よ
び
外
舅
中
山
忠
親
の
口
伝
を
記

し
た
『
三
条
中
山
影
』
（
以
下
『
三
中
・
伝
』
と
略
称
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
融
懇
舞
直
衣
時
乗
之
、
L
と
し
、
屠
二
取
テ
為
宗

事
二
可
乗
、
」
と
あ
り
、
晴
儀
で
も
特
に
重
要
な
場
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
玉
蘂
』
嘉
禎
四
年
四
月
十
日
条
に
、
九
条
道
家
の
子
（
後
の
法
助
）
の
御
室
入
室
の
儀
式
に
際
し
、
法
助
の
兄
に
あ
た
る
左
大
将
一

条
実
経
は
「
半
蔀
、
袖
以
漆
画
牡
丹
、
」
と
い
う
牛
車
に
乗
用
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
第
三
図
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
⑤
に
つ
い
て
。
第
四
図
は
説
明
書
き
に
「
違
物
見
御
車
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
違
物
見
車
と
は
網
代
車
の
物
見
の
部
分
が
長
物
見
の
引

き
戸
に
な
っ
て
い
る
車
の
こ
と
で
あ
る
。
染
網
代
で
、
袖
に
は
牡
丹
と
蝶
、
立
板
に
は
大
八
葉
、
そ
し
て
屋
根
に
は
小
八
葉
の
文
様
が
描

か
れ
て
い
る
。
小
字
で
「
同
時
召
之
、
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
図
の
半
蔀
車
と
同
様
、
大
臣
・
大
将
以
上
の
時
に
乗
用
す
る
こ

と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
来
は
④
の
第
三
図
に
も
「
大
臣
大
将
以
後
召
之
、
」
の
よ
う
な
文
言
を
冒
頭
に
置
く
説
明
書
き

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
も
引
い
た
『
三
中
口
伝
』
に
は
、
「
千
加
倍
物
見
車
、
網
代
車
号
、
」
と
あ
り
、
褻
の
時
に
乗
る
も

の
だ
と
す
る
。
同
じ
大
臣
・
大
将
以
上
の
用
い
る
半
蔀
車
と
は
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
室
町
時

代
中
期
の
公
卿
一
条
養
の
編
ん
だ
『
桃
花
芯
叢
』
の
網
代
車
の
項
で
は
・
大
将
番
の
車
を
「
違
物
見
」
と
・
写
す
る
と
し
て
お
り
、
よ

り
限
定
的
な
用
途
に
か
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
⑥
に
つ
い
て
。
第
五
図
の
上
白
車
も
網
代
車
の
一
種
で
、
後
掲
の
史
料
一
に
よ
れ
ば
、
摂
政
．
関
白
の
乗
用
す
る
車
で
あ
る
。
「
上
白
」
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と
呼
ば
れ
て
い
る
と
お
り
屋
根
の
部
分
が
白
く
、
袖
も
白
網
代
で
あ
る
。
形
状
的
に
は
第
四
図
の
違
物
見
車
と
共
通
す
る
が
、
彩
色
や
文

様
は
第
三
図
の
網
代
車
に
よ
り
近
く
見
え
る
。
牛
車
に
お
け
る
差
異
が
、
様
々
な
要
素
の
精
緻
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
史
料
一
に
よ
れ
ば
、
網
代
始
（
摂
関
に
な
っ
て
は
じ
め
て
網
代
車
に
乗
る
こ
と
）
の
時
に
乗
用
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

後
は
褻
の
時
に
用
い
る
と
い
う
。

　
⑦
に
つ
い
て
。
第
六
図
の
庇
車
と
は
、
網
代
庇
車
の
こ
と
で
、
『
桃
華
蘂
葉
』
に
よ
れ
ば
、
屋
根
は
唐
破
風
形
で
あ
る
と
い
う
。
た
し

か
に
、
第
六
図
は
、
笙
図
か
ら
第
五
図
ま
で
と
屋
根
の
形
が
異
な
・
て
い
る
・
さ
ら
に
・
物
見
の
上
に
は
庇
が
難
・
讐
時
代
前
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
公
卿
中
院
通
方
の
著
し
た
『
飾
抄
』
に
よ
れ
ば
、
摂
関
や
大
臣
・
大
将
の
乗
用
す
る
車
で
あ
る
。
ま
た
、
『
門
室
有
職
抄
』
に
よ
れ
ば
、

院
や
親
王
も
乗
用
す
る
と
い
う
。
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
（
以
下
『
験
記
絵
』
と
略
称
す
る
）
巻
二
の
第
三
段
に
見
え
る
関
白
藤
原
教
通
の

乗
用
の
料
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
牛
車
は
、
袖
に
は
亀
甲
に
花
菱
、
立
板
に
は
小
八
葉
文
様
が
あ
る
。
こ
の
図
と
大
変
よ
く
似
て
お
り
、

こ
れ
も
庇
車
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
『
験
記
絵
』
の
方
は
屋
根
に
花
菱
の
文
様
が
見
え
る
が
、
『
九
条
家
車
図
』
の
説
明

書
き
に
は
「
上
白
」
と
あ
り
、
無
地
で
あ
る
）
。

　
庇
車
の
説
明
書
き
の
最
後
に
は
元
久
三
年
（
↓
二
〇
六
）
の
奥
書
が
見
え
、
「
元
久
三
年
四
月
、
賜
御
本
写
之
、
絵
師
定
順
／
外
記
大

夫
三
善
信
成
注
進
之
、
」
と
あ
る
。
絵
師
定
順
は
不
詳
だ
が
、
三
善
信
成
は
近
衛
基
通
の
家
司
で
あ
・
た
ワ
」
と
が
確
認
で
菱
・
元
久
三
年

三
月
、
基
通
息
の
家
実
は
九
条
良
経
の
突
然
の
莞
去
を
受
け
て
摂
政
に
な
り
、
同
年
四
月
一
六
日
に
網
代
始
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

準
備
の
過
程
で
絵
図
を
写
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
奥
書
は
第
六
図
の
庇
車
の
み
に
か
か
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
・
の
と
き
の
家
実
の
網
代
始
で
用
い
ら
れ
た
の
は
・
庇
車
で
は
な
く
半
蔀
車
で
あ
・
．
響
さ
ら
に
・
第
一
図

か
ら
第
六
図
は
す
べ
て
側
面
図
で
あ
る
の
に
対
し
、
つ
づ
く
第
七
・
八
図
が
傭
鰍
図
で
あ
り
、
こ
の
前
後
で
描
写
の
視
角
を
異
に
し
て
い

る
こ
と
等
を
勘
案
す
る
と
、
第
六
図
ま
で
は
ひ
と
ま
と
ま
り
で
、
こ
の
奥
書
は
六
図
す
べ
て
に
か
か
る
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
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『九条家車図』の成立をめぐって

　
⑧
に
つ
い
て
。
第
七
図
は
、
唐
車
で
、
楕
榔
で
葺
い
た
唐
破
風
形
の
屋
根
の
軒
下
に
庇
が
あ
り
、
唐
庇
の
車
と
も
呼
ば
れ
る
。
最
も
格

の
高
い
牛
車
で
、
『
飾
抄
』
に
は
、
「
太
上
天
皇
、
摂
政
、
関
白
、
無
止
之
人
乗
之
、
」
と
あ
る
。
本
図
は
、
猿
が
短
く
描
か
れ
、
輿
あ
る

い
は
螢
（
て
ぐ
る
ま
）
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
箱
床
の
椎
（
か
ま
ち
）
の
前
方
に
壺
金
を
入
れ
て
韓
を
接
続
す
る
場
合
が
知
ら
れ
て
い

　
（
1
7
）

る
の
で
、
牛
車
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
袖
や
立
板
に
は
牡
丹
に
唐
草
様
の
文
様
が
描
か
れ
、
屋
根
の
み
な
ら
ず
庇
・
箱
の
腰
総
は
す
べ

て
積
榔
の
葉
を
用
い
て
お
り
、
『
験
記
絵
』
巻
二
の
第
一
段
に
載
せ
る
、
白
河
院
が
春
日
社
参
の
際
に
乗
用
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
た

牛
車
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
（
※
巻
頭
の
カ
ラ
ー
図
版
1
、
2
を
参
照
）
。

　
第
七
図
の
次
に
載
せ
る
説
明
書
き
に
は
、
そ
の
最
後
に
「
承
元
三
年
十
一
月
、
御
春
日
詣
之
時
注
之
、
」
と
あ
る
。
承
元
三
年
（
一
二

〇
九
）
＝
月
二
五
日
に
関
白
近
衛
家
実
が
春
日
詣
を
し
て
い
る
こ
と
が
『
百
練
抄
』
同
日
条
か
ら
知
ら
れ
、
こ
の
説
明
書
き
は
家
実
の

乗
用
し
た
車
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
第
七
図
と
こ
の
説
明
書
き
の
内
容
と
は
合
致
し
て
お
り
、
第
七
図
が
こ
の

と
き
家
実
が
乗
用
し
た
車
を
描
い
た
も
の
と
断
言
す
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
が
、
同
一
の
形
状
・
装
備
を
有
す
る
車
の
絵
図
で
あ
る
と

考
え
て
よ
い
。

　
⑨
に
つ
い
て
。
第
八
図
は
、
「
称
尼
眉
車
物
欺
、
」
と
の
傍
書
が
あ
り
、
車
種
名
に
つ
い
て
の
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
欺
」

の
文
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
絵
様
が
何
と
呼
ば
れ
る
べ
き
牛
車
を
描
い
た
も
の
か
が
、
あ
る
時
点
で
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
尼
眉
は
雨
眉
と
も
書
く
が
、
室
町
時
代
中
期
の
公
卿
洞
院
実
煕
の
手
に
な
る
『
蛙
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「
尼
」

字
は
「
雨
」
字
の
誤
用
だ
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
桃
花
蘂
葉
』
は
「
尼
」
字
を
用
い
て
お
り
、
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
決
し
難
い

の
で
、
こ
こ
で
は
尼
眉
車
と
記
し
て
お
く
。

　
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
牛
車
は
、
横
榔
葺
き
の
屋
根
の
軒
下
や
物
見
の
上
に
庇
が
あ
り
、
横
榔
庇
車
の
図
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
と

同
時
に
、
屋
根
の
形
状
に
注
目
し
て
、
『
桃
花
蘂
葉
』
槙
榔
庇
の
項
に
「
眉
ハ
常
ノ
眉
ノ
角
入
タ
ル
也
、
凡
太
政
大
臣
之
時
或
用
之
、
眉
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如
唐
棟
、
故
是
ヲ
モ
号
尼
眉
云
々
、
」
と
あ
る
こ
と
を
参
看
す
れ
ば
、
尼
眉
車
で
あ
る
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
一
条
兼
良
は
、
屋
根
が

唐
破
風
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
軒
が
箱
の
部
分
よ
り
も
外
に
突
き
出
し
て
い
て
も
、
通
常
の
牛
車
（
い
わ
ゆ
る
八
葉
車
）
の
屋
根
の
角
の
部

分
が
陥
入
し
て
い
る
場
合
（
第
八
図
は
こ
れ
に
あ
た
る
）
で
も
、
尼
眉
車
と
呼
ん
で
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
室
町
時
代

以
前
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
な
お
、
第
八
図
が
下
簾
や
車
輪
ま
で
を
も
含
む
全
体
を
描
い
て
い
る
点
は
、
他
の
絵
様
に
比
し
て
特
異
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　
⑩
に
つ
い
て
。
絵
様
は
な
く
文
字
の
み
で
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
三
月
二
六
日
の
前
関
白
近
衛
家
実
の
兵
杖
拝
賀
と
、
保
延
五
年

（一

％
�
縺
j
十
月
の
前
関
白
藤
原
忠
実
の
石
清
水
八
幡
宮
参
詣
（
一
一
日
）
お
よ
び
賀
茂
社
参
詣
（
二
三
日
）
の
際
に
使
用
し
た
横
榔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

庇
車
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
旧
稿
②
で
紹
介
し
た
陽
明
文
庫
所
蔵
『
車
絵
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
摂
関
家
に
お
け
る

横
榔
庇
車
の
代
表
的
な
使
用
例
を
注
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
直
接
第
八
図
を
指
す
も
の
と
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
第
八

図
の
説
明
書
き
の
役
割
を
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
保
延
五
年
に
忠
実
の
乗
車
し
た
と
思
し
き
牛
車
の
図
が
、
前
田
育
徳

会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
車
輿
等
書
』
に
見
え
て
お
り
、
全
体
を
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
第
八
図
と
近
似
し
て
い
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
『
九
条
家
車
図
』
も
基
本
的
に
は
『
西
園
寺
家
車
図
』
と
同
様
に
お
お
よ
そ
位
階
の
上
昇
に
伴
っ
て
乗
用
す
る
車

種
を
系
統
的
に
配
置
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

注
意
点
と
し
て
以
下
の
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
つ
は
、
途
中
に
奥
書
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
た
り
、
第
一
図
か
ら
第
六
図
ま
で
と
第
七
・
第
八
図
と
で
は
絵
様
の
描
き
方
お
よ
び
説

明
書
き
の
形
式
が
異
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
均
一
な
構
成
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
複
数
の
先
行
す
る
牛
車
絵
図

を
編
集
し
た
痕
跡
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
九
条
家
車
図
』
の
成
立
過
程
を
考
え
る
際
に
は
、
第
一
に
考
慮
す
べ
き
点
で

あ
ろ
う
。
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「九条家車図』の成立をめぐって

　
い
ま
一
つ
は
、
西
園
寺
家
で
利
用
さ
れ
た
牛
車
の
み
を
載
せ
る
『
西
園
寺
家
車
図
』
と
異
な
り
、
『
九
条
家
車
図
』
が
九
条
家
の
牛
車

の
み
を
描
い
た
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
一
図
に
つ
い
て
は
、
九
条
忠
家
が
中
・
少
将
の
時
に
乗
用
し
た
も
の
と
同
一
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
第
七
図
は
近
衛
家
実
の
乗
用
し
た
車
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、
第
一
図
か
ら
第
六

図
に
つ
い
て
も
家
実
が
書
写
に
関
与
し
て
お
り
、
そ
の
親
本
は
、
基
通
以
前
の
摂
関
家
に
お
い
て
乗
用
さ
れ
た
牛
車
の
絵
様
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
九
条
家
（
二
条
・
一
条
家
を
含
む
）
以
外
の
家
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
明
ら
か
な
車
の
図
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
『
九
条
家
車
図
』
と
い
う
書
名
は
、
あ
く
ま
で
も
①
の
識
語
に
基
づ
い
て
後
人
が
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
に
適
合
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
衛
）

　　　　藤
　　　　原
　　　　嚢

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
園
寺
）

　　

@　
@　
@　
@　
ｼ
園
寺
公
経
慕
黙
∴
獄
踊
－
実
ー
公
定

参考〈摂関家ならびに西園寺・洞院家系図〉
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る
か
否
か
が
十
分
勘
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
至
徳
二
年
＝
月
に
写
さ
れ
た
牛
車
絵
図
の
親
本
の
所
持
者
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
全
て
が
九
条
家
に
お
い
て
乗
用
さ
れ
た
牛
車
の
図
だ
と
は
い
え
ず
、
摂
関
家
に
お
い
て
乗
用
さ
れ
た
と
い
う
点

で
全
体
を
括
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
、
む
し
ろ
『
摂
家
車
図
」
と
称
し
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
も
、

九
条
家
の
み
に
集
積
さ
れ
た
史
料
に
よ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仮
に
九
条
家
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
も
、
他
家
と
の
情
報

の
交
流
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

10

第
二
章
　
洞
院
家
に
伝
わ
っ
た
摂
関
家
の
牛
車
絵
図

　
そ
れ
で
は
、
今
日
『
九
条
家
車
図
』
と
題
さ
れ
て
い
る
一
書
に
収
め
ら
れ
た
絵
様
・
説
明
書
き
は
、
至
徳
二
年
（
＝
二
八
五
）
以
前
、

ど
こ
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
探
る
た
め
、
比
較
的
牛
車
絵
図
に
関
す
る
残
存
史
料
の
豊
富
な
洞
院
家
に
つ
い
て
本

章
で
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
に
有
用
だ
と
思
わ
れ
る
史
料
が
、
第
一
章
で
も
触
れ
た
「
車
輿
等
書
』
で
あ
る
。
な
お
、
『
車
輿

等
書
』
と
は
、
旧
稿
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
洞
院
家
に
集
積
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
中
世
の
牛
車
絵
図
お
よ
び
そ
の
関
連
史
料
を
集
め
た
も

　
　
　
（
1
9
）

の
で
あ
る
。

　
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
至
徳
二
年
よ
り
六
年
余
り
前
に
書
か
れ
た
一
通
の
書
状
（
史
料
一
）
で
あ
る
。

　
【
史
料
一
】
近
衛
道
嗣
書
状
（
「
近
衛
前
博
陸
消
息
　
一
通
」
の
う
ち
）

　
　
（
異
筆
、
下
同
ジ
）

　
　
「
近
衛
前
博
陸
先
日
拝
謁
之
次
、
車
事
条
々
有
申
談
事
等
、
傍
今
日
内
々
献
覧
此
図
之
処
、
返
報
如
此
、
為
後
証
彼
状
即
続
加
之
也
、

　
　
　
　
（
道
嗣
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
洞
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
定
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
車
図
亦
一
巻
加
一
見
令
返
進
之
候
、
是
ハ
令
所
持
候
本
不
相
替
候
、
御
奥
書
之
分
以
同
本
被
写
候
欺
之
由
思
賜
候
、
端
二
大
中
納
言



『九条家車図』の成立をめぐって

　
　
時
召
之
ト
候
押
紙
ハ
、
以
漆
画
蝶
と
申
候
車
傍
二
可
被
押
之
候
、

　
　
上
白
御
車
、
摂
録
時
召
之
、
と
申
候
押
紙
を
ハ
、
網
代
車
傍
二
可
被
押
之
候
欺
之
由
存
候
、
執
政
之
時
、
称
網
代
始
、
召
旦
ハ
布
衣
随
身

　
　
時
用
之
車
候
、
其
以
後
ハ
褻
ニ
ハ
毎
度
用
之
、
先
例
候
、
謹
言
、

　
　
　
　
　
「
康
暦
元
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
衛
道
嗣
）

　
　
　
　
　
　
二
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
（
公
定
）

　
　
　
　
　
洞
院
大
納
言
殿

　
　
　
　
　
　
（
切
封
）

　
　
　
　
　
　
「
　
（
墨
引
）
」

　
こ
れ
は
、
康
暦
元
年
（
＝
二
七
九
）
二
月
二
十
日
に
、
洞
院
公
定
が
前
関
白
近
衛
道
嗣
か
ら
受
け
取
っ
た
書
状
で
あ
り
、
端
に
は
公
定

の
加
え
た
識
語
が
あ
る
。
数
日
前
、
道
嗣
に
対
面
し
た
公
定
は
、
牛
車
に
つ
い
て
談
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
所
持
す
る
車
図
一
巻

に
つ
い
て
、
剥
離
し
て
し
ま
っ
た
押
紙
を
ど
こ
に
貼
付
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
道
嗣
に
尋
ね
た
い
と
考
え
、
こ
れ
を
送
っ
て
内
容
の
照
会
を

求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
道
嗣
が
即
日
認
め
た
返
事
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
道
嗣
は
、
公
定
所
持
の
車
図
を
、
自
分
の
所
持
す
る
車
図
、
す
な
わ
ち
近
衛
家
に
伝
わ
る
車
図
と
比
べ
、
両
者
に
は
ほ
と
ん
ど
相
違
が

な
く
、
同
一
の
親
本
を
書
写
し
た
も
の
の
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
道
嗣
の
日
記
『
後
深
心
院
関
白
記
』
は
同
年
の
分
も
現
存
し

て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
は
見
え
て
い
な
い
。

　
そ
し
て
、
『
九
条
家
車
図
』
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
道
嗣
が
「
大
中
納
言
時
召
之
」
と
書
い
て
あ
る
押
紙
を
そ
の
傍
ら
に
貼

付
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
絵
様
に
つ
い
て
「
以
漆
画
蝶
と
申
候
車
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
九
条
家
車
図
』
第
二
図
の

説
明
書
き
に
見
え
る
「
網
代
、
白
網
代
、
以
漆
画
蝶
、
」
と
い
う
記
述
と
合
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
洞
院
・
近
衛
両
家
に
所
持
さ
れ
て
い
た

車
図
に
は
、
『
九
条
家
車
図
』
の
第
二
図
と
そ
の
説
明
書
き
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
道
嗣
は
「
上
白
御
車
、
摂
録
時
召
之
、
」
と
書
い
た
押
紙
を
網
代
車
の
傍
に
付
す
べ
き
だ
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
様
は
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『
九
条
家
車
図
』
第
五
図
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
両
家
に
所
持
さ
れ
る
車
図
は
、
少
な
く
と
も
『
九
条
家
車
図
』
の
第
二

図
と
第
五
図
を
含
ん
で
お
り
、
第
二
図
に
つ
い
て
は
説
明
書
き
の
存
在
も
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
道
嗣
が
両
車
図
に
と
っ
て
の

同
一
の
祖
本
を
想
定
す
る
根
拠
と
な
っ
た
「
御
奥
書
」
と
は
、
「
御
」
の
文
字
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
嗣
の
襲
祖
で
あ
る
近
衛
家

実
の
関
与
を
示
す
『
九
条
家
車
図
』
第
七
図
の
説
明
書
き
の
末
尾
に
あ
る
「
承
元
三
年
十
一
月
、
御
春
日
詣
之
時
注
之
、
」
と
い
う
文
言

の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
を
奥
書
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
近
衛
家
の
本
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
至
徳
二
年
を
六
年
余
り
遡
る
時
点
で
、
洞
院
・
近
衛
の
両
家
に
は
、
今
日
の
『
九
条
家
車
図
』
と
共
通
す
る
内
容

を
持
つ
牛
車
絵
図
が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
至
徳
二
年
、
九
条
家
に
存
在
し
た
『
九
条
家
車
図
』
が
書
写
さ
れ
た
時

点
で
、
『
九
条
家
車
図
』
に
収
め
ら
れ
た
内
容
の
多
く
は
、
他
家
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
南
北
朝
時
代
後
期
に
、
少
な
く
と
も
九
条
・
洞
院
・
近
衛
の
三
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
の
牛
車
絵
図
は
ど
の
よ
う
な
来

歴
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
車
輿
等
書
』
の
な
か
に
は
、
公
定
の
所
持
す
る
本
に
即
し
て
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
重
要
な
史
料
が
二
点
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
こ
の
二
点
（
史
料
二
、
三
）
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
【
史
料
二
】
横
榔
庇
車
説
明
書
き
（
前
欠
）
並
び
に
洞
院
公
賢
識
語
（
「
中
右
記
抜
書
等
　
八
枚
」
の
う
ち
）

　
　
（
前
欠
）

　
　
樹
　
内
横
縁
下
黒
漆
瀦
冊
塾
　
　
　
　
　
　
袖
内
横
縁
菱
釘
各
唄

　
　
御
簾
蘇
芳
、
編
糸
紫
、
七
緒
、
縁
錦
如
濱
榔
、

　
　
小
簾
四
枚
甑
盤
創
懸
賭
卸
莇
即
　
　
　
　
　
御
下
簾
如
横
榔
、
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（
鷹
司
基
忠
）

円
光
院
御
筆
也
、

弘
安
十
年
冬
比
、

以
細
工
所
預
頼
遠
本
書
之
、

『九条家車図』の成立をめぐって

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
司
冬
教
）

　
　
元
徳
三
年
八
月
比
、
諸
家
車
文
以
下
有
可
尋
聞
之
志
、
侃
摂
家
事
、
先
尋
申
博
陸
之
処
、
被
借
送
一
巻
図
、
自
殿
上
人
至
大
麓
之
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
基
房
）

　
　
乗
用
図
、
献
彫
尤
有
興
、
而
年
来
所
持
古
図
鵤
畑
鍛
翻
躰
縦
油
、
比
校
之
処
、
大
概
無
相
違
、
糎
齢
勒
凄
有
但
殿
上
人
之
時
図
者
、
所
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
洞
院
実
泰
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
円
光
院
禅
閤
自
筆
也
、

　
　
本
無
之
、
侃
写
続
加
之
、
又
唐
車
図
者
、
彼
本
無
之
、
ロ
ハ
奥
所
注
之
子
細
許
也
、
凡
毎
車
被
注
其
子
細
、
尤
簡
要
也
、
於
所
持
者
、

　
　
更
無
此
注
也
、
尤
可
秘
蔵
、
敢
不
可
免
外
見
而
已
、

　
こ
の
史
料
は
、
前
欠
で
、
一
紙
の
み
の
断
簡
で
あ
る
が
、
「
…
以
細
工
所
預
頼
遠
本
書
之
、
」
ま
で
の
部
分
と
「
元
徳
三
年
八
月
比
…
」

以
下
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
後
は
同
筆
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
『
車
輿
等
書
』
は
、
洞
院
家
に
集
積
さ
れ
た
史
料
な
の
で
、
「
元
徳
三
年
八
月
比
…
」
で
始
ま
る
識
語
は
、
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）
当

時
の
同
家
の
当
主
公
賢
（
公
定
の
祖
父
）
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
う
え
、
同
年
八
月
一
五
日
に
公
賢
の
息
実
夏
が
左
少
将
に

　
　
　
　
　
（
2
0
）

任
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
牛
車
を
整
備
（
製
作
ま
た
は
修
理
）
す
る
た
め
、
車
文
以
下
の
調
査
を
行
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
筆
跡
に
注
目
し
て
も
公
賢
の
手
に
な
る
も
の
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
公
賢
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。
元
徳
三
年
八
月
こ
ろ
、
諸
家
の
車
文
の
こ
と
な
ど
を
尋
ね
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。

そ
こ
で
摂
関
家
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
関
白
鷹
司
冬
教
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
一
巻
の
図
を
貸
与
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
、
殿
上
人
か
ら

大
麓
（
摂
関
）
に
至
る
各
時
点
で
乗
用
す
る
牛
車
を
描
い
た
六
図
を
収
め
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
自
家

に
あ
る
「
古
図
」
（
松
殿
基
房
の
周
辺
の
本
で
あ
る
と
父
実
泰
が
外
題
に
記
し
た
も
の
）
と
比
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な

か
っ
た
（
順
番
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
）
。
た
だ
し
、
殿
上
人
の
時
の
図
は
「
古
図
」
に
見
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
写
し

て
「
古
図
」
に
継
ぎ
加
え
た
。
ま
た
、
冬
教
の
本
に
は
唐
車
の
図
は
な
く
、
巻
末
に
説
明
書
き
の
よ
う
な
も
の
を
載
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
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こ
の
本
は
、
す
べ
て
の
車
ご
と
に
説
明
書
き
（
鷹
司
基
忠
筆
）
が
あ
り
、
非
常
に
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
「
古
図
」
に
は
こ
の
説
明

書
き
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
秘
蔵
す
べ
き
も
の
で
、
他
見
は
許
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
識
語
は
書
写
の
経
緯
を
記
し
た
奥
書
だ
と
解
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
直
前
に
位
置
す
る
「
弘
安
十
年
冬
比
、
以
細
工
所
預
頼
遠
本
書

之
、
」
と
い
う
文
言
は
、
冬
教
の
祖
父
基
忠
が
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
冬
に
細
工
所
預
頼
遠
の
所
持
す
る
牛
車
絵
図
を
書
写
し
た
際
の

識
語
で
、
本
奥
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
い
う
細
工
所
は
、
摂
関
家
の
そ
れ
だ
が
、
院
細
工
所
が
牛
車
の
調
進
を
担
当
し
て
い
た

　
　
　
（
2
1
）

所
見
が
あ
り
、
摂
関
家
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
細
工
所
の
実
質
的
な
責
任
者
で
あ
る
預
の
も
と
に
、
牛
車
造
進
の
た

め
の
資
料
と
し
て
の
絵
図
や
関
連
す
る
記
録
が
集
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
理
解
し
や
す
い
。

　
頼
遠
は
、
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
十
月
、
鷹
司
兼
忠
（
基
忠
の
養
子
で
実
弟
）
の
任
内
大
臣
の
大
饗
時
に
五
位
の
家
司
と
し
て
奉
仕

　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

し
た
「
頼
遠
朝
臣
」
で
あ
ろ
う
。
『
尊
卑
分
脈
』
紀
氏
系
図
に
よ
れ
ば
、
行
継
（
本
名
伊
継
）
の
息
で
、
父
の
従
兄
弟
行
連
の
養
子
と
な

っ
て
い
た
。
行
連
に
は
、
「
岡
屋
殿
家
司
・
近
衛
殿
家
司
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
近
衛
家
の
家
司
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

実
父
行
継
は
、
『
摂
関
詔
宣
下
類
聚
』
所
収
「
平
時
基
記
」
寛
元
五
年
（
一
二
四
七
）
正
月
二
八
日
条
に
よ
る
と
、
近
衛
兼
経
の
摂
政
氏

長
者
就
任
時
に
細
工
所
預
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
曾
祖
父
頼
継
も
「
鴨
居
殿
民
部
大
夫
」
（
『
尊
卑
分
脈
』
）
と
称
さ
れ

た
近
衛
家
実
の
家
司
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
頼
遠
は
代
々
近
衛
家
の
家
司
を
務
め
る
家
の
出
身
で
、
近
衛
・
鷹
司
両
家
兼
参
の
家
司
と
し

て
、
細
工
所
預
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
三
行
だ
け
残
っ
て
い
る
牛
車
の
説
明
書
き
を
鷹
司
冬
教
の
所
持
す
る
牛
車
絵
図
の
最
末
尾
の
部
分
だ
と
考
え
た
が
、
い
ま
少
し

詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
。
公
賢
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
冬
教
の
所
持
し
た
牛
車
絵
図
の
奥
に
は
、
唐
車
に
つ
い
て
注
し
た
「
子
細
」
が
載

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
三
行
が
唐
車
に
つ
い
て
の
説
明
書
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
言

は
、
『
九
条
家
車
図
』
第
八
図
の
説
明
書
き
に
相
当
す
る
⑩
の
う
ち
、
近
衛
家
実
が
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
兵
杖
拝
賀
の
際
に
用
い
た
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『九条家車図』の成立をめぐって

横
榔
庇
車
に
つ
い
て
の
注
文
の
一
部
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
唐
車
の
説
明
書
き
で
は
な
く
、
楕
榔
庇
車
の
説
明
書
き
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
冬
教
の
所
持
し
て
い
た
牛
車
絵
図
の
最
末
尾
に
は
濱
榔
庇
車
の
説
明
書
き
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
嘉
禎
注
文
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
説
明
書
き
は
、
『
車
輿
等
書
』
や
先
述
の
陽
明
文
庫
所
蔵
『
車
絵
』
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
い
ず
れ
で
も
冒
頭
に
「
横
榔
庇
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
前
欠
部
分
に
も
こ
の
文
言
が
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
横
榔
庇
車
の
絵

様
や
説
明
書
き
を
父
実
泰
か
ら
継
承
し
て
い
た
公
賢
が
、
こ
れ
を
唐
車
の
説
明
書
き
だ
と
誤
解
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
こ
れ
と
は

別
に
唐
車
の
説
明
書
き
も
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
公
賢
は
自
ら
の
所
持
す
る
「
古
図
」
と
の
比
較
と
い
う
観
点
で
識
語
を
加
え

て
お
り
、
「
古
図
」
に
載
せ
る
唐
車
図
に
照
応
す
る
も
の
と
し
て
、
唐
車
の
説
明
書
き
に
だ
け
言
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
「
奥

所
注
之
子
細
」
に
は
、
唐
車
だ
け
で
な
く
濱
榔
庇
車
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
積
榔
庇
車
の
説
明
書
き
に
つ
い
て
い
ま
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
車
絵
』
に
載
せ
ら
れ
る
そ
れ
の
出
所
が
「
御
車
記
鴨
居
殿
預

本
、
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鴨
居
殿
預
の
所
持
し
て
い
た
「
御
車
記
」
は
、
先
に
み
た
と
こ
ろ
を
鑑
み
れ
ば
、
頼
遠
に
継
承

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
頼
遠
の
手
許
に
あ
っ
た
も
の
は
、
「
御
車
記
」
等
の
記
録
か
ら
関
連
記
事
を
抄
出
し
て
牛

車
絵
図
の
末
尾
に
貼
り
継
ぐ
こ
と
で
増
補
を
果
た
し
た
本
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
三
行
だ
け
残
っ
て

い
る
説
明
書
き
は
増
補
部
分
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
冬
教
の
所
持
し
て
い
た
牛
車
絵
図
が
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
か
を
窺
う
こ
と
は
出

来
ず
、
公
賢
の
識
語
に
よ
る
以
外
に
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
公
賢
の
識
語
に
よ
る
と
、
冬
教
の
牛
車
絵
図
は
、
昇
殿
か
ら
摂
関
の
時
に
乗
用
す
る
車
の
図
六
形
（
六
つ
の
絵
様
）
か
ら
な
る
と
い
う
。

こ
れ
は
、
『
九
条
家
車
図
』
の
第
一
図
か
ら
第
六
図
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
牛
車
絵
図
は
、
第
一
図
か
ら
第
六
図
と

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
書
き
が
つ
い
た
も
の
、
お
よ
び
第
七
図
・
第
八
図
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
伴
う
べ
き
唐
車
と
横
榔
庇
車
の
説
明
書
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き
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
公
賢
の
所
持
し
て
い
た
「
古
図
」
は
、
説
明
書
き
を
有
さ
ず
、
第
二
図
か
ら
第
七
図
の
絵
様

の
み
を
載
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
絵
様
だ
け
に
注
目
す
れ
ば
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
六
図
か
ら
な
り
、
う
ち
『
九
条
家
車
図
』
の
第
二
図
か

ら
第
六
図
に
相
当
す
る
部
分
が
土
ハ
通
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
「
座
籍
少
々
相
替
事
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
配
列
は
異
な
っ
て
い

た
よ
う
だ
。

　
そ
し
て
、
史
料
一
に
見
え
る
公
定
の
所
持
し
て
い
た
車
図
に
は
説
明
書
き
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
公
賢
は
「
古
図
」
（
『
九
条
家

車
図
』
第
二
図
か
ら
第
七
図
）
に
、
鷹
司
冬
教
が
所
持
し
て
い
た
本
か
ら
、
殿
上
人
の
時
の
図
（
『
九
条
家
車
図
』
第
一
図
）
と
全
図
に

お
よ
ぶ
説
明
書
き
を
転
写
し
て
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
公
賢
が
加
筆
を
行
っ
た
こ
と
で
、
洞
院
家
所
蔵
の
摂
関
家
乗
用
の
牛
車

の
絵
様
を
収
め
る
一
巻
は
、
『
九
条
家
車
図
』
第
一
図
か
ら
第
七
図
に
相
当
す
る
絵
様
を
収
め
、
各
図
に
説
明
書
き
（
お
よ
び
檀
榔
庇
車

の
説
明
書
き
）
を
伴
う
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
掲
げ
る
書
状
は
、
公
賢
の
所
持
し
た
「
古
図
」
に
か
か
わ
る
と
思
し
き
も
の
で
あ
る
。

　
【
史
料
三
】
二
条
兼
基
書
状
（
「
書
出
光
明
照
院
末
二
開
毛
車
ト
記
シ
車
ノ
図
ア
ル
モ
ノ
　
一
巻
」
の
う
ち
）

　
　
　
　
　
〔
端
裏
切
封
）

　
　
　
　
　
「
（
墨
引
）
」

　
　
車
図
一
巻
賜
候
了
、
是
ハ
所
持
同
物
候
、
寸
法
も
大
略
無
相
違
体
候
、
若
同
本
候
歎
、
但
是
に
ハ
螢
・
唐
車
・
一
門
殿
上
人
時
乗
用

　
　
車
等
絵
様
等
不
載
候
け
り
、

抑
藩
庇
難
図
先
度
注
場
誰
響
羅
乗
畏
件
度
記
雫
簾
攣
候
之
由
褄
而
古
絵
図
繍
候
監
用
葉

　
　
審
候
、
仙
洞
御
車
絵
様
、
大
略
無
相
違
候
、
如
此
事
沙
汰
付
少
々
ハ
細
工
所
誤
も
候
ら
む
と
覚
候
、
松
殿
絵
様
共
心
懸
候
か
撰
失
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
条
道
家
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
第
三
紙
）

　
　
之
間
、
未
散
不
審
候
、
明
春
開
文
庫
心
静
可
撰
試
候
、
東
山
禅
閤
車
絵
様
候
、
是
も
候
や
ら
む
と
覚
候
、
」
日
来
ハ
強
二
是
ま
て
の

　
　
用
捨
に
不
及
候
か
、
以
次
所
得
候
了
、
他
事
併
期
後
信
候
、
謹
言
、
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『九条家車図』の成立をめぐって

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
条
兼
基
）

　
　
　
　
　
十
一
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
こ
れ
は
、
日
下
に
据
え
ら
れ
た
花
押
か
ら
二
条
兼
基
の
差
出
し
た
書
状
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
車
輿
等
書
』
の
な
か
に
は
、
ほ

か
に
も
牛
車
絵
図
に
言
及
す
る
兼
基
の
書
状
（
中
欠
）
一
通
、
洞
院
実
泰
と
兼
基
と
の
勘
返
状
二
通
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
実
泰
に

充
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
旧
稿
②
に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
六
月
、
洞
院
公
守
の
太
政
大
臣
就
任

に
際
し
て
横
榔
庇
車
を
準
備
す
る
た
め
、
息
実
泰
は
「
洞
院
家
太
政
大
臣
車
絵
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
『
車
絵
』
を
制
作
し
た
。
兼
基
は
当
時

の
摂
政
（
の
ち
関
白
）
で
、
公
守
の
後
に
太
政
大
臣
に
列
し
て
お
り
、
牛
車
な
い
し
は
牛
車
絵
図
に
つ
い
て
質
す
に
ふ
さ
わ
し
い
相
手
の

一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
書
状
は
、
実
泰
が
兼
基
に
自
ら
所
持
の
牛
車
絵
図
を
送
り
、
兼
基
の
手
許
に
あ
る
そ
れ

と
の
比
較
を
依
頼
し
た
件
に
対
す
る
回
答
で
あ
っ
た
。

　
実
泰
所
持
の
牛
車
絵
図
と
兼
基
所
持
の
牛
車
絵
図
と
は
、
寸
法
ま
で
含
め
て
ほ
と
ん
ど
相
違
が
な
く
、
兼
基
は
親
本
が
同
一
で
あ
っ
た

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
実
泰
所
持
の
も
の
に
は
、
琶
・
唐
車
・
一
門
の
殿
上
人
の
時
に
乗
用
す
る
車
の
絵
様
が
含
ま
れ
て

い
な
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
実
泰
所
持
の
本
に
は
『
九
条
家
車
図
』
第
二
図
か
ら
第
六
図
に
相
当
す
る
も
の
が
収
め
ら
れ
、
兼
基
所
持

の
本
に
は
、
加
え
て
第
一
図
と
第
七
図
、
お
よ
び
楚
の
絵
様
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
兼
基
は
こ
れ
以
前
に
、
故
禅
閤
こ
と
祖
父
二
条
良
実
が
文
永
初
年
に
関
白
（
同
二
年
四
月
か
ら
前
関
白
）
で
あ
っ
た
際
に
使
用

し
た
横
榔
庇
車
の
図
を
実
泰
に
送
っ
て
お
り
、
牛
車
絵
図
に
つ
い
て
何
度
か
や
り
と
り
を
重
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
泰
は
、
濱
榔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

庇
車
の
下
簾
の
繍
の
有
無
を
尋
ね
た
ら
し
く
、
兼
基
は
記
録
に
基
づ
い
て
、
良
実
乗
用
の
車
に
は
な
か
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

「
古
絵
図
」
に
は
そ
れ
が
あ
る
よ
う
で
、
院
の
許
に
あ
る
絵
様
も
同
様
だ
と
述
べ
る
。
結
局
、
有
無
は
不
明
だ
が
、
細
工
所
の
誤
り
も
あ

ろ
う
か
ら
、
何
と
も
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
来
春
、
文
庫
（
お
そ
ら
く
、
二
条
家
の
そ
れ
で
は
な
く
、
氏
長
者
が
管
領
す
る
摂
関
家

の
文
庫
）
を
開
い
た
時
に
、
「
松
殿
絵
様
」
や
「
東
山
禅
閤
車
絵
様
」
を
探
し
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
普
段
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
は
気
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に
し
な
い
が
、
お
尋
ね
い
た
だ
い
た
の
で
、
当
方
も
勉
強
に
な
っ
た
、
と
い
っ
て
書
状
を
結
ん
で
い
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
書
状
が
書
か
れ
た
一
三
世
紀
最
末
（
鎌
倉
時
代
後
期
）
に
は
、
若
干
の
差
異
を
有
し
な
が
ら
親
本
を
同
じ
く
す
る
と
思

わ
れ
る
巻
子
装
の
牛
車
絵
図
が
、
洞
院
・
二
条
の
両
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
洞
院
家
所
蔵
の
本
が
説
明
書
き
を
有

す
る
に
至
っ
た
の
は
公
賢
の
増
補
の
結
果
な
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
絵
様
の
み
の
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
兼
基
も
両
者
の
相
違
点

と
し
て
説
明
書
き
の
有
無
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
ず
、
二
条
家
所
蔵
の
本
も
絵
様
の
み
の
本
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
書
状
か
ら
は
同
時
に
、
横
榔
庇
車
の
絵
様
と
し
て
、
「
故
禅
閤
文
永
乗
用
」
の
絵
様
・
「
仙
洞
御
車
絵
」
・
「
松
殿
絵
様
」
・
「
東
山
禅

閤
車
絵
様
」
の
四
点
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
横
榔
庇
車
の
絵
様
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
、
旧
稿
②
で
詳
し
く
検

討
し
た
『
車
輿
等
書
』
所
収
の
実
泰
充
て
西
園
寺
公
衡
書
状
か
ら
、
「
建
長
図
」
（
近
衛
兼
経
所
用
の
車
の
絵
様
）
・
「
東
山
」
図
（
「
東
山

禅
閤
車
絵
様
」
と
同
じ
も
の
だ
ろ
う
）
・
「
当
家
図
」
（
西
園
寺
実
氏
所
用
の
車
の
絵
様
）
の
三
点
が
西
園
寺
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
洞
院
公
定
が
所
持
し
て
い
た
牛
車
絵
図
は
、
実
泰
が
入
手
し
た
「
古
図
」
を
公
賢
が
鷹
司
冬
教
の
所
持
す
る

本
で
増
補
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
『
九
条
家
車
図
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
同
時
に
、

摂
関
家
各
家
に
少
な
か
ら
ぬ
数
の
牛
車
の
絵
様
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
洞
院
家
に
よ
る
調
査
・
収
集
の
対
象
に
な
っ
て

い
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
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第
三
章
　
『
九
条
家
車
図
』
の
成
立

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
牛
車
に
関
す
る
多
様
な
情
報
は
、
各
家
そ
れ
ぞ
れ
に
集
積
さ
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
今
日
の
『
九
条
家
車



『九条家車図』の成立をめぐって

図
』
と
内
容
の
共
通
す
る
摂
関
家
乗
用
の
複
数
の
牛
車
の
絵
様
を
載
せ
る
一
巻
は
、
鎌
倉
中
後
期
以
後
、
分
立
し
た
摂
関
家
各
家
（
現
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

点
で
所
見
が
検
出
で
き
な
い
の
は
一
条
家
の
み
）
お
よ
び
洞
院
家
に
所
在
し
て
い
た
（
横
榔
庇
車
の
み
の
絵
様
で
あ
れ
ば
、
西
園
寺
家
も

所
蔵
し
て
い
た
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
比
較
し
た
人
物
の
証
言
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
祖
本
を
同
じ
く
し
な
が
ら
、
若
干
の
相
違
を
持

つ
も
の
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
九
条
家
車
図
』
も
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
祖
本
は
い
か
な
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
派
生
し
、
今
日

の
『
九
条
家
車
図
』
の
成
立
に
至
っ
た
か
を
全
面
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
、
史
料
的
な
制
約
か
ら
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

今
後
の
研
究
の
た
た
き
台
と
な
る
こ
と
を
期
し
て
、
こ
こ
ま
で
に
掲
げ
た
史
料
を
組
み
合
わ
せ
て
、
で
き
る
限
り
整
合
的
に
解
釈
を
行
い
、

一
つ
の
試
案
を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
、
土
ハ
通
の
祖
本
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
先
に
見
た
と
お
り
、
『
九
条
家
車
図
』
類
似
の
車
図
は
、
近
衛
・
鷹
司
・
二
条
．
洞
院

の
各
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
（
こ
れ
ら
を
便
宜
上
、
以
下
、
近
衛
本
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。
こ
の
う
ち
洞
院
本
の
み
は
当
初

『
九
条
家
車
図
』
の
第
一
図
に
相
当
す
る
絵
様
を
欠
い
て
い
た
が
、
第
二
図
か
ら
第
六
図
に
相
当
す
る
絵
様
は
す
べ
て
の
本
に
共
通
し
て

い
た
。
お
そ
ら
く
、
洞
院
本
は
た
ま
た
ま
第
一
図
が
欠
落
し
て
い
た
だ
け
な
の
で
、
本
来
は
、
第
一
図
か
ら
第
六
図
に
至
る
六
点
の
絵
様

を
ま
と
め
た
も
の
が
基
層
を
な
す
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
章
で
確
認
し
た
第
一
図
か
ら
第
六
図
と
第
七
図
．
第
八

図
と
が
描
写
の
視
角
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
合
致
す
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
す
べ
て
の
本
に
共
通
す
る
の
は
絵
様
の
み
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
洞
院
本

が
説
明
書
き
を
載
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
洞
院
公
賢
が
鷹
司
本
に
よ
っ
て
増
補
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
絵
様
の
み
の
一
巻

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
条
本
も
絵
様
の
み
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
絵
様
の
み
の
本
と
絵
様
と
説
明
書
き
と
を
載
せ
る
本
と
が
存
在

し
、
双
方
の
絵
様
が
一
致
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
書
写
の
過
程
で
わ
ざ
わ
ざ
説
明
書
き
を
削
除
す
る
と
は
思
え
な
い
の
で
、
そ
の
共
通
祖
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本
は
絵
様
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
『
九
条
家
車
図
』
の
説
明
書
き
は
い
つ
誰
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
六
図
の
つ
ぎ
に
載
せ
る
奥
書
に
、

元
久
三
年
に
絵
師
定
順
が
「
御
本
」
を
「
写
」
し
た
と
い
う
記
述
と
と
も
に
、
近
衛
家
家
司
の
三
善
信
成
が
「
注
進
」
し
た
こ
と
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
絵
様
に
つ
い
て
は
「
写
」
の
文
字
が
用
い
ら
れ
、
親
本
の
存
在
も
明
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
信
成
の
手
に
な
る
説
明

書
き
に
つ
い
て
「
注
進
」
の
語
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
本
か
ら
書
写
し
た
の
で
は
な
く
、
信
成
が
複
数
の
文
献
を
勘
案
し
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

と
め
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
含
意
を
汲
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
信
成
は
、
文
殿
衆
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
任
に

ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
説
明
書
き
は
元
久
三
年
に
は
じ
め
て
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
信
成
が
注
進
し
た

相
手
は
近
衛
家
実
で
あ
っ
た
か
ら
、
以
後
、
近
衛
家
に
は
説
明
書
き
を
有
す
る
本
が
伝
存
し
た
は
ず
で
、
道
嗣
に
至
っ
て
い
る
本
が
そ
れ

で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
絵
師
定
順
が
写
し
た
も
の
の
親
本
は
「
御
本
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
家
実
が
貸
し
与
え
た
も
の
と
判
断
で
き
る
の
で
、
基
通

以
前
の
摂
関
家
に
お
い
て
乗
用
さ
れ
た
牛
車
の
絵
様
を
ま
と
め
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
平
安
時
代
末
期
の
忠
実
・
忠
通

の
段
階
に
成
立
し
た
も
の
、
つ
ま
り
摂
関
家
が
分
立
す
る
以
前
の
絵
様
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
公
賢
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
父
実
泰
が
『
九
条
家
車
図
』
の
第
二
図
か
ら
第
七
図
ま
で
の
絵
様
だ
け
か
ら
な
る
「
古

図
」
に
、
「
松
殿
辺
之
本
」
で
あ
る
と
い
う
外
題
を
加
え
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
二
条
兼
基
も
「
松
殿
絵
様
」
と
称
さ
れ
る
横
榔
庇
車

の
絵
様
（
な
い
し
は
横
榔
庇
車
の
絵
様
を
含
む
牛
車
絵
図
）
が
、
自
ら
が
摂
関
と
し
て
管
領
す
る
文
庫
に
伝
存
す
る
こ
と
を
述
べ
て
賑
礁
。

そ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
と
、
摂
関
家
乗
用
の
牛
車
の
絵
様
の
編
集
あ
る
い
は
伝
来
に
松
殿
基
房
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
与
し
て
い
た
こ

と
は
確
実
だ
と
思
わ
れ
る
。
基
房
は
、
有
職
に
す
ぐ
れ
、
儀
式
作
法
に
お
け
る
そ
の
説
は
「
松
殿
仰
」
「
松
殿
説
」
と
し
て
九
条
流
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

な
ら
ず
、
近
衛
流
で
も
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
忠
実
・
忠
通
の
段
階
に
成
立
し
た
絵
様
を
ま
と
め
た
六
図
が
、
近
衛
流
に
独
占
さ
れ
る
こ
と
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『九条家車図』の成立をめぐって

な
く
九
条
流
に
も
広
ま
っ
た
契
機
と
し
て
、
基
房
の
関
与
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
絵
様

が
近
衛
流
・
九
条
流
の
双
方
に
伝
わ
り
、
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
無
理
な
く
理
解
で
き
る
。
さ
す
れ
ば
、
『
九
条
家
車
図
』
の
中
核
を

な
す
と
い
っ
て
よ
い
第
一
図
か
ら
第
六
図
の
絵
様
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
『
摂
家
車
絵
様
』
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
六
点
の
絵
様
だ
け
か
ら
な
っ
て
い
た
『
摂
家
車
絵
様
』
と
も
呼
ぶ
べ
き
土
ハ
通
祖
本
が
、
ど
の
よ
う
に
し

て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
派
生
さ
せ
な
が
ら
、
『
九
条
家
車
図
』
の
成
立
に
向
か
っ
た
の
か
を
可
能
な
限
り
跡
付
け
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
近
衛
家
で
は
、
元
久
三
年
、
家
実
の
命
に
よ
っ
て
三
善
信
成
が
説
明
書
き
を
加
え
た
本
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
得
る
こ
と
を
先

に
み
た
。
つ
づ
い
て
、
そ
の
末
尾
に
『
九
条
家
車
図
』
の
第
七
図
の
説
明
書
き
、
つ
ま
り
承
元
三
年
家
実
が
摂
関
初
任
の
春
日
詣
を
行
っ

た
際
に
記
さ
れ
た
唐
車
に
関
す
る
説
明
書
き
が
貼
り
継
が
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
衛
家
に
は
家
実
が
絵
師
定
順
に
貸
与
し

た
「
御
本
」
、
つ
ま
り
説
明
書
き
の
加
え
ら
れ
て
い
な
い
六
図
の
絵
様
の
み
の
本
も
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
鷹
司
家
で
は
、
第
一
図
か
ら
第
六
図
ま
で
の
絵
様
と
説
明
書
き
を
有
す
る
近
衛
本
に
、
唐
車
と
檀
榔
庇
車
の
説
明
書
き
を
加

え
た
細
工
所
預
の
所
持
本
を
鷹
司
基
忠
が
弘
安
十
年
に
書
写
し
て
い
る
。

　
一
方
、
二
条
家
で
は
、
六
点
の
絵
様
に
二
点
の
絵
様
を
増
補
し
て
八
点
の
絵
様
を
収
め
る
も
の
に
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
点

は
『
九
条
家
車
図
』
第
七
図
で
あ
り
、
い
ま
一
点
は
賛
の
図
で
あ
っ
た
。
二
条
本
は
説
明
書
き
を
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
載
せ
る
輩
の

図
が
『
九
条
家
車
図
』
に
収
あ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
同
本
は
『
九
条
家
車
図
』
に
つ
な
が
る
本
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
前
章
の
検
討
に
基
づ
い
て
洞
院
家
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
お
こ
う
。
洞
院
家
で
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
増
補
が
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
実
泰
が
二
条
兼
基
に
二
条
本
と
の
比
較
を
依
頼
し
た
時
点
で
は
、
洞
院
本
は
『
九
条
家
車
図
』
第
二
図
か
ら
第
六
図
ま
で
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の
五
点
の
絵
様
の
み
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
泰
の
入
手
に
か
か
る
「
古
図
」
だ
と
公
賢
が
認
識
し
て
い
た
時
点
で
は
、
こ
れ
に

『
九
条
家
車
図
』
第
七
図
が
加
わ
っ
て
い
た
（
一
度
目
の
増
補
）
。
実
泰
が
兼
基
か
ら
こ
の
図
を
入
手
し
た
と
す
れ
ば
、
第
一
図
も
同
時
に

加
え
ら
れ
た
は
ず
な
の
で
、
実
泰
は
他
所
か
ら
第
七
図
の
み
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
度
目
の
増
補
は
、
公
賢
が
鷹
司
本
か
ら
説
明

書
き
を
転
写
し
て
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
九
条
家
車
図
』
の
第
一
図
か
ら
第
七
図
の
す
べ
て
に
説
明
書
き
を
載
せ
た

洞
院
本
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
ま
で
の
各
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
第
八
図
の
尼
眉
車
の
絵
様
に
つ
い
て
は
、
『
玉
蘂
』
嘉

禎
三
年
三
月
二
八
日
条
に
見
え
る
、
九
条
道
家
と
近
衛
家
実
と
が
牛
車
に
つ
い
て
談
じ
た
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
家
実

は
「
横
榔
庇
無
絵
図
、
以
保
延
八
幡
指
図
、
見
記
、
大
概
造
之
、
」
と
述
べ
て
い
る
。
檀
榔
庇
車
の
図
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
忠
実
が
保

延
五
年
に
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
た
際
に
乗
用
し
た
牛
車
の
図
を
参
考
に
し
て
造
立
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
保
延
八
幡
指
図
」

の
絵
様
は
、
第
一
章
の
内
容
検
討
の
際
に
触
れ
た
と
お
り
、
『
車
輿
等
書
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
第
八
図
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
家
実
の
手
許
に
は
第
八
図
の
原
型
に
な
り
得
る
図
が
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
『
九
条
家
車
図
』
に
お
い
て
、
第
八
図

の
次
に
存
在
す
る
の
が
嘉
禎
三
年
の
家
実
の
兵
侯
拝
賀
に
際
し
て
乗
用
し
た
横
榔
庇
車
の
使
用
例
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
第
八
図

の
原
型
は
近
衛
家
に
伝
来
し
て
い
た
「
保
延
八
幡
指
図
」
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
七
図
に
つ
い
て
は
、
鷹
司
本
に
写
さ
れ
て
お
ら
ず
、

い
つ
の
時
点
で
貼
り
継
が
れ
た
か
、
あ
る
い
は
貼
り
継
が
れ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
承
元
三
年
春
日
参
詣
の
家
実
乗
用
の
牛

車
を
描
い
た
も
の
と
し
て
近
衛
家
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
近
衛
家
に
は
増
補
す
べ
き
素
材
が
家
実
に
よ
っ
て
揃

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
鎌
倉
末
期
の
時
点
で
、
少
な
く
と
も
近
衛
・
鷹
司
・
洞
院
の
三
家
に
は
、
数
葉
を
加
え
れ
ば
『
九
条
家
車
図
』
に

な
る
牛
車
絵
図
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
九
条
家
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
牛
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車
絵
図
を
入
手
し
、
い
か
な
る
増
補
を
加
え
た
の
か
、
あ
る
い
は
加
え
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
存
在
し
た
六
点
の
絵
様
だ
け
か
ら
な
る
『
摂
家
車
絵
様
』
と
も
呼
ぶ
べ
き
牛

車
絵
図
が
、
増
補
を
重
ね
ら
れ
て
『
九
条
家
車
図
』
の
成
立
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
は
、
近
衛
家
実
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は

ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
松
殿
基
房
の
関
与
に
よ
り
、
早
い
段
階
で
の
絵
様
の
収
集
と
諸
家
へ
の
伝
播
が
促
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
家

の
状
況
を
把
握
し
て
編
纂
を
試
み
た
洞
院
実
泰
・
公
賢
父
子
の
活
動
に
よ
り
、
各
家
に
似
通
っ
た
牛
車
絵
図
が
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
可
能

性
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
結
局
、
『
九
条
家
車
図
』
と
は
、
忠
実
・
忠
通
の
段
階
で
存
在
し
た
『
摂
家
車
絵
様
』
と
も
呼
ぶ
べ
き
六
点
の
絵
様
に
、
主
と
し
て
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

衛
家
実
の
必
要
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
資
料
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『九条家車図』の成立をめぐって

　
本
稿
で
は
、
『
九
条
家
車
図
』
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
成
立
過
程
に
関
す
る
試
案
を
提
示
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、

『
九
条
家
車
図
』
と
い
う
名
称
は
適
当
で
は
な
く
、
『
摂
家
車
図
』
な
い
し
は
『
摂
家
車
絵
図
』
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
同
図
の
基
本

的
な
性
格
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
「
主
と
し
て
鎌
倉
時
代
に
九
条
家
で
乗
用
さ
れ
た
牛
車
を
図
示
し
た
も
の
」
で
は
な
く
、
「
平
安

時
代
以
来
摂
関
家
で
乗
用
さ
れ
た
牛
車
を
図
示
し
た
も
の
に
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
近
衛
家
で
制
作
（
或
い
は
古
図
を
書
写
）
し
た
牛
車
絵

図
を
増
補
し
た
も
の
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
『
九
条
家
車
図
』
と
い
う
名
称
が
生
じ
た
の
は
、
こ
の
牛
車
絵
図
が
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

徳
二
年
に
書
写
さ
れ
た
際
、
用
い
ら
れ
た
親
本
が
九
条
経
教
の
所
持
本
で
あ
っ
た
と
い
う
一
点
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
至
徳
年
間
は
、
南
北
朝
の
動
乱
が
終
焉
に
近
づ
き
、
将
軍
足
利
義
満
の
後
援
の
も
と
、
二
条
良
基
を
中
心
に
朝
儀
の
復
興
が
は
か
ら
れ
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（
3
2
）

て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
牛
車
絵
図
の
制
作
や
書
写
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
牛
車
製
作
の
準
備
作
業
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
摂
関
家
乗
用
の
牛
車
を
描
い
た
図
を
入
手
し
、
こ
れ
を
参
看
し
て
牛
車
を
製
作
さ
せ
る
人
物
は
自
ず
か
ら
限
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
最
高
級
の
牛
車
の
新
造
を
行
う
人
物
と
し
て
は
、
そ
の
傑
出
し
た
財
力
も
あ
わ
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、
こ

れ
よ
り
先
准
三
宮
と
な
り
、
摂
関
家
と
同
格
、
後
に
は
院
に
准
じ
た
容
儀
を
備
え
つ
つ
あ
っ
た
義
満
こ
そ
最
も
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

れ
る
。
義
満
と
牛
車
と
の
関
わ
り
は
、
今
後
、
追
究
す
べ
き
問
題
の
一
つ
だ
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
少
な
く
と
も
近
衛
・
鷹
司
・
二
条
・
洞
院
の
四
家
に
『
九
条
家
車
図
』
類
似
の
牛
車
絵
図
が
所
蔵
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
南
北
朝
の
動
乱
の
な
か
で
焼
失
あ
る
い
は
散
逸
し
た
も
の
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
同
時
に
、
こ
の
間
に
転
写
さ
れ

た
も
の
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
第
二
章
で
検
討
し
た
史
料
一
に
み
た
ご
と
く
、
康
暦
元
年
に
は
近
衛
・
洞
院
の
両
家
に
も

『
九
条
家
車
図
』
類
似
の
牛
車
絵
図
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
に
お
い
て
九
条
経
教
の
所
持
本
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、

偶
然
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
前
稿
（
旧
稿
②
）
と
の
か
か
わ
り
で
い
え
ば
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
牛
車
絵
図
の
制
作
・
伝
来
の
な
か
で
洞
院
家
の
果
た
し

た
役
割
に
注
目
す
る
必
要
が
再
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。
前
稿
の
成
果
を
あ
わ
せ
み
る
と
、
洞
院
家
で
は
『
摂
家
車
図
』
『
洞
院
家
車
図
』

に
つ
い
て
収
集
あ
る
い
は
制
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
『
車
輿
等
書
』
の
う
ち
に
『
西
園
寺
家
車
図
』
に
載
せ
る
絵
様
三
点
が
収

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
園
寺
家
乗
用
の
牛
車
の
絵
様
も
収
集
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
家
は
、
後
世
に

『
洞
院
六
巻
部
類
』
お
よ
び
『
洞
院
廿
巻
部
類
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
様
々
な
部
類
記
や
『
尊
卑
分
脈
』
等
に
結
実
す
る
多
様
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

彪
大
な
史
料
を
集
積
し
て
整
理
を
施
し
て
お
り
、
牛
車
絵
図
の
収
集
・
制
作
も
、
そ
の
よ
う
な
活
動
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
洞
院
家
に
お
け
る
牛
車
絵
図
の
収
集
・
制
作
に
つ
い
て
は
、
前
稿
以
来
し
ば
し
ば
利
用
し
て
き
た
『
車
輿
等
書
』
に
つ
い
て
、
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総
体
と
し
て
研
究
を
行
う
必
要
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
同
書
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
に
お
い
て
正
確
な
牛
車

絵
図
を
制
作
す
る
た
め
の
資
料
（
先
行
す
る
絵
様
、
関
連
す
る
記
録
）
の
入
手
の
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
貴
族
間
の
交
流
あ
る

い
は
知
識
の
秘
匿
と
公
開
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
貴
族
社
会
の
一
側
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
素
材
と
も
な
り
う
る
。
問
題
を
牛
車
絵

図
に
限
定
し
て
も
、
そ
の
な
か
か
ら
『
洞
院
家
車
図
』
を
復
原
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
の
検
討
の
過
程
で
、
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
が
、
牛
車
に
つ
い
て
乗
用
主
や
場
面
に
応
じ
て
的
確
で
精
緻
な
描
写
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
制
作
の
注
文
主
で
あ
っ
た
西
園
寺
家
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
牛
車
絵
図
が
利
用
で
き
た

た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
洞
院
家
が
制
作
に
関
与
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
『
石
山
寺
縁
起
』
に
つ
い
て
も
、

牛
車
の
描
写
の
あ
り
よ
う
が
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
『
車
輿
等
書
』
と
あ
わ
せ
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

『九条家車図』の成立をめぐって

注
（
1
）
　
徳
仁
親
王
・
木
村
真
美
子
「
『
西
園
寺
家
車
図
』
諸
本
の
研

　
究
－
附
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
西
園
寺
家
車
図
』
翻
刻

　
1
」
（
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
一
一
号
、
二
〇
〇
一
年
。
以

　
下
、
旧
稿
①
と
す
る
）
。
同
「
忘
れ
ら
れ
た
車
図
－
陽
明
文
庫
所

　
蔵
『
納
言
大
将
車
絵
様
」
お
よ
び
『
車
絵
』
に
つ
い
て
ー
」
（
『
学

　
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
一
二
号
、
二
〇
〇
三
年
。
以
下
、
旧
稿

　
②
と
す
る
）
。

（
2
）
　
家
格
と
官
位
の
相
関
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
百
瀬
今
朝
雄

『
弘
安
書
札
礼
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
、

書
札
礼
な
ど
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

（
3
）
　
近
世
に
製
作
さ
れ
た
牛
車
と
し
て
、
京
都
御
所
に
二
台
（
現

在
も
葵
祭
の
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
）
、
京
都
市
上
京
区
の
御
霊

神
社
に
一
台
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
風
俗
博
物
館
に
は
、
御

霊
神
社
の
牛
車
を
忠
実
に
再
現
し
た
一
台
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
東
京
国
立
博
物
館
研
究
報
告
書
『
古
画
類
聚
』
本
文
篇
（
毎

　
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
5
）
　
な
お
、
「
礼
儀
類
典
」
所
収
の
も
の
は
、
第
六
図
の
説
明
書
25



　
き
の
次
に
こ
の
識
語
を
載
せ
て
い
る
。

（
6
）
　
文
の
車
に
つ
い
て
は
、
『
蛙
抄
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所

蔵
徳
大
寺
本
に
よ
る
）
車
輿
部
（
以
下
、
本
稿
で
『
蛙
抄
』
と
い

う
と
き
は
、
す
べ
て
車
輿
部
を
さ
す
）
に
「
殿
上
人
網
代
車
、
俗

号
之
文
車
、
四
位
五
位
中
将
少
将
及
侍
従
外
衛
督
佐
等
用
之
、
」
と

あ
る
。
な
お
、
『
輿
車
図
考
』
文
車
の
項
も
参
照
。
『
輿
車
図
考
附

図
』
に
見
え
て
い
る
文
車
の
な
か
の
一
台
は
、
『
九
条
家
車
図
』

第
一
図
を
元
図
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
7
）
　
写
本
に
よ
っ
て
袖
に
千
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
い
な
い

も
の
と
が
あ
る
。
な
お
、
描
か
れ
た
文
様
の
呼
称
に
つ
い
て
は
沼

田
頼
輔
『
日
本
紋
章
学
』
（
明
治
書
院
、
　
一
九
二
六
年
）
、
『
国
史

大
辞
典
』
四
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）
牛
車
の
項
（
鈴
木

敬
三
執
筆
）
等
も
参
照
し
た
。

　　　　　　　　　　　　A12111098
　　　）　　　）　　　）　　　）

召
旦
ハ
布
衣
随
身
時
用
之
、
」

　
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
3
）

『
公
卿
補
任
』
延
応
元
年
条
、
忠
家
の
項
。

『
群
書
類
従
』
雑
部
二
八
。

『
続
群
書
類
従
』
雑
部
三
三
上
。

『
群
書
類
従
』
雑
部
二
七
。

『
桃
花
蘂
葉
』
網
代
車
の
項
に
も
、
「
執
政
之
時
、
称
網
代
始
、

　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
り
、
後
掲
史
料
一
と
同
文
が
載

　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
「
網
代
、
褻
時
召
之
、
」
と
も
あ
る
。

『
門
室
有
職
抄
』
で
は
、
網
代
庇
車
の
庇
は
「
如
四
方
輿
ノ
」

と
す
る
。
四
方
輿
に
つ
い
て
は
、
『
蛙
抄
』
に
「
棟
之
躰
真
俗
相

替
、
俗
庵
形
、
僧
如
雨
眉
、
」
と
あ
り
、
屋
根
に
庵
形
と
尼
眉
形

　
の
両
様
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
『
輿
車
図
考
附
図
』
に

「
網
代
廟
車
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
牛
車
は
、
「
上
白
車
」
だ

　
と
み
ら
れ
る
。

（
1
4
）
　
『
群
書
類
従
』
装
束
部
八
。

（
1
5
）
三
善
信
成
は
、
『
玉
葉
』
寿
永
三
年
二
月
二
八
日
条
に

　
（
藤
原
基
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）

　
「
摂
政
以
外
記
大
夫
信
成
為
使
、
被
通
頼
朝
之
許
云
々
、
」
と
あ

　
り
、
『
猪
隈
関
白
記
』
建
久
八
年
十
月
＝
日
条
に
は
基
通
の
春

　
日
詣
の
無
事
を
祈
る
三
社
奉
幣
に
際
し
て
告
文
を
清
書
し
た
人
物

　
と
し
て
「
散
位
信
成
文
殿
衆
」
と
見
え
て
い
る
。

（
1
6
）
　
『
猪
隈
関
白
記
』
元
久
三
年
四
月
一
六
日
条
に
「
此
日
依
吉

　
日
初
乗
網
代
車
、
半
蔀
車
也
、
非
新
車
、
加
修
理
之
車
也
、
」
と

　
あ
る
。

（
1
7
）
　
前
注
（
7
）
『
国
史
大
辞
典
」
四
、
牛
車
の
項
別
刷
図
版
「
橿

榔
廟
の
車
」
（
解
説
・
鈴
木
敬
三
）
を
参
照
。

（
1
8
）
　
旧
稿
②
本
文
第
二
章
の
（
二
）
お
よ
び
注
（
1
9
）
、
（
2
1
）
も

参
照
。
な
お
、
保
延
五
年
の
忠
実
の
八
幡
・
賀
茂
へ
の
参
詣
記
事

は
、
『
台
記
』
の
抄
出
で
あ
る
こ
と
を
記
す
が
、
『
増
補
史
料
大

成
』
に
は
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
逸
文
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
旧
稿
①
注
（
9
）
、
旧
稿
②
注
（
2
）
等
を
参
照
。
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『九条家車図』の成立をめぐって

（
2
0
）
　
『
公
卿
補
任
』
建
武
四
年
条
、
実
夏
の
項
。

（
2
1
）
　
『
後
鳥
羽
院
震
記
』
建
保
二
年
四
月
九
日
条
、
『
葉
黄
記
』
寛

元
四
年
九
月
二
七
日
条
等
。
な
お
、
院
の
細
工
所
に
つ
い
て
は
、

本
郷
恵
子
『
中
世
公
家
政
権
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
　
一

九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
2
2
）
　
『
勘
仲
記
』
正
応
元
年
十
月
二
四
日
・
同
二
七
日
条
。

（
2
3
）
　
『
尊
卑
分
脈
』
紀
氏
系
図
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
行
継

　
（
伊
継
）
の
曾
祖
父
頼
賢
が
大
中
臣
に
改
姓
し
た
と
い
う
傍
注
が

　
あ
り
、
そ
の
後
本
姓
に
復
し
た
こ
と
は
見
え
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

『
明
月
記
』
元
久
二
年
正
月
三
十
日
条
に
載
せ
る
除
目
聞
書
に

「
大
中
臣
伊
継
」
と
見
え
て
お
り
、
こ
の
一
族
の
姓
は
大
中
臣
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
2
4
）
　
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
二
一
、
宝
治
元
年
正
月
一
九
日

条
。（
2
5
）
下
簾
の
繍
に
つ
い
て
は
、
『
玉
蘂
』
嘉
禎
三
年
三
月
二
八
日
条

　
に
、
道
家
と
前
関
白
近
衛
家
実
が
横
榔
庇
車
に
つ
い
て
言
談
し
て

　
い
た
際
、
家
実
の
言
と
し
て
「
又
下
簾
繍
物
、
同
依
晴
儀
施
風
流

歎
、
尋
常
出
仕
之
時
、
天
永
に
も
為
常
下
簾
之
由
見
内
記
、
」
と

　
あ
り
、
道
家
も
こ
れ
に
賛
同
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

（
2
6
）
　
『
桃
花
蘂
葉
』
に
『
九
条
家
車
図
』
の
説
明
書
き
と
土
ハ
通
す

　
る
文
言
が
見
え
る
こ
と
、
五
摂
家
の
他
の
四
家
に
は
所
持
の
所
見

が
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
見
る
と
、
鎌
倉
時
代
に
遡
っ
て
一
条
家
に

も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
2
7
）
　
前
注
（
1
5
）
参
照
。

（
2
8
）
　
摂
関
家
の
場
合
、
摂
関
あ
る
い
は
氏
長
者
と
し
て
管
領
す
べ

き
文
庫
と
、
各
家
個
別
の
文
庫
の
存
在
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
9
）
　
細
谷
勘
資
「
松
殿
基
房
の
著
書
と
「
前
関
白
文
書
」
」
（
『
大

阪
青
山
短
大
国
文
』
一
五
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
3
0
）
　
た
だ
し
、
実
際
に
増
補
の
作
業
を
行
っ
た
の
は
、
必
ず
し
も

近
衛
家
に
限
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
3
1
）
　
飛
鳥
井
本
は
外
題
に
『
車
絵
図
』
と
記
し
て
お
り
、
『
九
条

家
車
図
』
と
は
し
て
い
な
い
。
『
九
条
家
車
図
』
と
い
う
名
称
は
、

飛
鳥
井
本
成
立
以
降
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
し
、
い
つ
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
た
か
は
現
時
点
で
は

不
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
か
ら
も
『
九
条
家
車
図
』
と
い
う

名
称
は
不
適
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
近
世
中
期
以
降
に
『
西
園

寺
家
車
図
」
と
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
こ
と
で
、
誰
か
の
手
に
よ
っ
て

そ
の
名
称
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
が
今
に
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら

　
れ
る
。

（
3
2
）
　
新
田
一
郎
『
太
平
記
の
時
代
」
（
日
本
の
歴
史
＝
、
講
談

社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
桜
井
英
治
『
室
町
人
の
精
神
』
（
同
一
二
、

講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
小
川
剛
生
『
二
条
良
基
研
究
』
（
笠
間
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書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
3
3
）
義
満
・
義
持
期
の
将
軍
や
摂
関
の
牛
車
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

石
原
比
伊
呂
「
准
摂
関
家
と
し
て
の
足
利
将
軍
家
」
（
『
史
学
雑

誌
』
一
一
五
編
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
御
喫
行
幸
時
の
事
例
に

　
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
3
4
）
　
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
史
料
中
に
洞
院
家
旧
蔵
本
が
多

　
い
こ
と
は
、
旧
稿
②
注
（
2
6
）
で
も
触
れ
た
が
、
洞
院
家
に
お
け

る
記
録
・
文
書
の
集
積
お
よ
び
そ
の
整
理
の
有
り
様
に
つ
い
て
は
、

小
倉
慈
司
「
洞
院
家
旧
蔵
本
と
高
松
宮
本
」
（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
土
ハ
同
研
究
コ
局
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
の
基
礎
研
究
」
研
究
会

　
口
頭
報
告
レ
ジ
ュ
メ
、
二
〇
〇
三
年
）
、
石
田
実
洋
「
武
田
科
学

振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
兵
範
記
」
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴

史
』
六
七
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。
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学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
飛
鳥
井
本
『
九
条
家
車
図
』
解
題
お
よ
び
翻
刻

『九条家車図』の成立をめぐって

　
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
飛
鳥
井
本
『
九
条
家
車
図
』
は
、
同
図
の
通
例
と
し
て
、
『
西
園
寺
家
車
図
』
と
一
具
に
な
っ
て
お
り
、
と

も
に
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
古
書
騨
か
ら
購
入
さ
れ
た
。
楮
紙
二
一
紙
か
ら
な
る
巻
子
一
軸
で
、
縦
三
三
・
二
糎
、
横
八
六
四
・

二
糎
（
本
紙
の
全
長
）
。
ね
ず
み
を
含
ん
だ
薄
緑
地
に
金
茶
色
で
牡
丹
唐
草
文
様
を
織
り
出
し
た
鍛
子
表
紙
で
、
原
表
紙
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
裏
打
が
あ
る
の
で
後
補
に
な
る
表
紙
か
も
知
れ
な
い
。
外
題
貼
紙
に
は
「
車
絵
図
」
と
あ
る
。
ま
た
、
所
載
の
絵
様
に
は
彩
色
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　
奥
書
に
よ
れ
ば
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
飛
鳥
井
雅
豊
が
、
日
野
弘
資
か
ら
借
り
た
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
飛
鳥

井
家
へ
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
箱
に
「
昭
和
十
二
年
一
月
調
／
勧
修
寺
家
蔵
」
と
い
う
印
記
の
あ
る
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
お

り
、
勧
修
寺
家
を
経
て
巷
間
に
出
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
飛
鳥
井
家
は
、
本
姓
藤
原
氏
で
師
実
公
孫
の
雅
経
を
祖
と
す
る
堂
上
羽
林
家
で
あ
る
。
雅
経
の
祖
父
頼
輔
が
蹴
鞠
に
秀
で
、
雅
経
自
身

も
蹴
鞠
の
み
な
ら
ず
和
歌
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
代
々
蹴
鞠
と
和
歌
を
家
業
と
し
た
。
書
写
者
の
飛
鳥
井
雅
豊
は
、
和
歌
の
上
手

で
能
書
と
し
て
も
知
ら
れ
る
雅
章
の
四
男
で
、
越
前
福
井
藩
主
松
平
忠
昌
の
娘
を
母
と
し
て
、
寛
文
四
年
（
一
六
⊥
ハ
四
）
に
生
ま
れ
た
。
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賀
茂
伝
奏
を
勤
め
、
従
二
位
権
中
納
言
に
至
る
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
四
九
歳
で
没
し
て
い
る
。

　
旧
稿
①
を
執
筆
し
た
時
点
に
お
い
て
も
、
飛
鳥
井
雅
豊
の
書
写
し
た
本
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
は
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
勧
修

寺
本
『
西
園
寺
家
車
図
』
の
奥
書
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
現
存
す
る
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

　
『
九
条
家
車
図
』
お
よ
び
『
西
園
寺
家
車
図
』
は
、
と
も
に
三
〇
本
以
上
の
伝
本
が
確
認
さ
れ
る
が
、
『
西
園
寺
家
車
図
』
の
最
古
の
伝

本
が
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
書
写
で
、
次
に
古
い
伝
本
が
慶
長
十
年
書
写
な
の
に
対
し
、
『
九
条
家
車
図
』
に
は
近
世
前
期
の
書
写

奥
書
を
有
す
る
本
を
見
い
だ
し
て
い
な
い
。
飛
鳥
井
本
『
九
条
家
車
図
』
は
、
書
写
者
お
よ
び
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
も
の
の
中
で
は
現

存
最
古
の
写
本
で
あ
り
、
か
つ
良
質
な
本
文
を
も
つ
も
の
と
判
断
さ
れ
る
（
本
書
を
見
出
す
以
前
は
、
元
禄
＝
二
年
の
書
写
に
か
か
る
葉

室
家
旧
蔵
本
が
最
古
の
写
本
で
あ
っ
た
）
。
以
下
に
全
文
翻
刻
を
掲
げ
る
。
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〔
凡
例
〕

一、

K
宜
、
読
点
（
、
）
を
加
え
た
。

一、

Z
訂
注
は
原
本
の
文
字
に
置
き
換
え
る
べ
き
も
の
は
〔
〕
、
参
考
ま
た
は
説
明
の
た
め
の
も
の
は
（
）
で
括
っ
た
。

一、

l
名
に
つ
い
て
は
傍
注
を
施
し
た
。

一、

?
p
目
は
、
行
末
に
」
を
付
し
て
示
し
、
紙
面
の
始
め
に
当
た
る
行
頭
に
鰍
の
如
く
標
示
し
た
。



「九条家車図」の成立をめぐって

第
一
図

愚
♂
　
智

　
（
表
紙
外
題
〕

「
車
絵
図
」

鰍
此
車
絵
様
等
、
自
九
条
前
関
白
経
教
公
、

被
借
送
、
価
写
留
之
、
彼
家
車
躰
歎
、

至
徳
二
年
十
一
月
三
日

蝋
（
第
一
図
）

　
侍
従
中
少
将
時
召
之
、

鎌
網
代
灘
散
燃
袖
物
髭
透
斐
同
下
稲
賊

　
　
物
見
紺
青
地
、
白
千
鳥
、
蟹
甲
、
金
銅
千
鳥
、

　
　
　
　
　
五
緒
、
編
糸
、
村
濃
、
紫
革
、
小
革
、
蝶
小
鳥
、

　
　
御
簾

　
　
　
　
　
平
手
見
押
之
、
革
前
金
物
入
之
、
裏
白
綾
、

　
　
　
上
巻
組
六
筋
韻
略
・
奉
顯
曳
尺
室

　
　
引
手
組
四
筋
唄
洛
矩
墾
ハ
寸
、
鐡
尺
寅

　
　
立
板
物
見
内
押
綾
和
絵
、
山
水
、
木
立
、
泥
絵
也
、

同
縁
錦
四
尺

棟
結
茜
糸
四
両
四
組
、
長
三
尺
九
寸
、
鐵
尺
定
、

下
張
色
々
色
紙
、

袖
内
亀
甲
押
色
々
色
紙
、

」」
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第
二
図

総
頬

御
座
小
文
高
麗
縁
、
国
莚
、

　
　
　
如
常
、
但
雨
皮
付
金
物
、
入
蒜
総

金
物

　
　
　
如
殿
上
人
、
総
前
二
打
之
、

難
　
（
第
二
図
）

概
公
卿
時
召
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
書
、
下
同
ジ
〕

　
　
網
代
白
網
代
、
以
漆
書
蝶
、

　
　
物
見
紺
青
地
、
白
蝶
、
丸
蟹
甲
、

　
　
立
板
物
見
内
押
綾
、
絵
如
先
々
、

　
　
縁
錦
同

　
　
　
　
　
五
緒
、
編
糸
村
濃
、
藍
革
、
遠
文
．
．
蝶
、

　
　
御
簾

　
　
　
　
　
無
革
前
金
物
、

　
　
引
手
組
四
筋
長
如
先
、

　
　
棟
通
如
普
通
、

　
　
下
張
白
色
紙
、
散
白
薄
、

　
　
御
座
如
先
々
、

　
　
御
楊
金
物
塗
籠
、

第6紙1

（
第
三
図
）

」」」

32



「九条家車図」の成凱をy）　って

塗
浄

t

第
一

図

第
四
図
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第
五
図

〔第細

（
第
四
図
）

鞭
違
物
見
御
車
同
時
召
之
、

　
　
網
代
袖
牡
丹
、
蝶
、
上
井
立
板
、
獣
瀞
代

　
　
御
簾
編
糸
、
村
碑
藍
革
、
如
賞
裏
、
如
賞

　
　
物
見
立
板
黒
漆
、

　
　
金
物
如
常
、
外
金
物
大
臣
以
前
不
打
云
々
、

　
　
下
張
白
色
紙
、
散
白
薄
、

　
　
御
座
如
常
、

　
　
御
搦
金
物
散
物
也
、

〔第9紙｝

（
第
五
図
）

　
劇
上
白
御
車

　
　
網
代
上
白
、
袖
白
網
代
、

　
　
御
罐
廉
編
糸
、
薄
責
　
一
監
革
・

　
　
下
張
白
色
紙
、
散
白
薄
、

書
牡
丹
、
立
板
大
八
葉
、

裏
白
綾
、

」」」」

34



第
六
図

　　「九条家車図」の成立をめくって

櫨藻響鱗灘懸、i鎌％職．．．・，「難

1第ll紙｝

金
物
外
金
物
、

御
座
如
常
、

御
楊
金
物
散
物
、

（
第
六
図
）

　
襯
庇
御
車

　
　
網
代
上
白
、
袖
亀
甲
、
立
板
小
八
葉
、

　
　
御
簾
奮
麩
華
五
緒
、

　
　
小
簾
面
青
地
錦
縁
、
裏
、
自
緯
懸
緒
組
八
筋
、

　
　
物
見
外
御
簾
形
、
内
絵
、

　
　
立
板
内
押
綾
、
絵
如
常
、

　
　
同
縁
錦

　
　
金
物
外
金
物
、
但
開
戸
金
物
井
雨
皮
付
鐵
、
散
物
也
、

　
　
下
張
白
色
紙
、
散
白
薄
、

　
　
御
座
如
常
、

　
　
御
楊
金
物
散
物
、

　
　
　
元
久
三
年
四
月
、
賜
御
本
写
之
、
絵
師
定
順

」」

35



第
七
図

窪
　
脳

寡

罐 壷

外
記
大
夫
三
善
信
成
注
進
之
、

鰯
　
（
第
七
図
）

鵯
（
第
七
図
つ
づ
き
）

む聯
唐
御
車
並
．
通
定
、

　
　
上
葺
濱
榔
、
　
　
廟
井
腰
総
濱
榔
、

　
　
立
板
外
繰
色
、
　
同
内
押
綾
、
書
唐
絵
、
縁
錦
、

　
　
袖
外
練
色
、
　
　
物
見
落
入
、
外
御
簾
形
、
内
押
綾
、
絵
、
縁
、
錦
、

　
　
　
ー
ー
ー
編
糸
紫
、
七
緒
、
縁
錦
、
如
横
榔
御
簾
、

御
簾
　
　
　
裏
綾
紫
、

小
簾
四
枚
蕪
陽
副
綿
糸
同
、
四
緒
、
縁
錦
同
、

i
i
I
　
　
　
長
各
二
尺
、

金
物
外
金
物
、
開
戸
皆
黄
金
物
、
下
張
白
色
紙
、
散
薄
、

御
座
京
莚
、
縁
繧
糊
、
裏
皆
絹
、
上
廟
結
絹
、

I
I
l
　
　
　
入
角
黄
金
物
、

御
下
簾
照
顛
鮮
購
鎌
粉
似
色
々
糸
縫
唐
草
小
馬

　
或
普
通
蘇
芳
下
簾
用
之
、

」」」
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『九条家車図」の成立をめぐって

第
八
図

難
繋

」

≧

鱗
・遭

」
隠
譲

欝、，

　
　
I
i
I
鰍
1
1
1
総
、
鑓
く

　
綱
白
如
常
、
或
打
交
、
唐
綾
、
在
綱
志
部
、

　
御
雨
皮
張
莚
如
常
、

脚
　
　
1
1
i
葺
井
廟
総
等
、
用
白
糸
、
其
上
打
金
物
、
丸
辛
袖

傍　
　
以
金
銅
透
之
、
立
板
外
打
金
物
、
付
風
流
居
玉
と
綱

　
　
打
山
父
唐
綾
、
齢
簾
・

　
　
　
承
元
三
年
十
一
月
、
御
春
日
詣
之
時
注
之
、

鰯
藤
脚
講
町
L

　
　
　
（
第
八
図
）

〔第18紙1

（
第
八
図
つ
づ
き
）

齢
横
榔
庇
大
殿
御
時
召
之
、

礫　
御
車
内
黒
漆
在
金
物
、

　
物
見
外
上
連
子

物
見
下
楕
榔
毛

垂
木
塗
朱

物
見
縁
黒
漆
魏
冷
物

袖
欝
上
塵
攣

」」」」
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袖
下
同
、
練
色
、
地
押
蕩
、

袖
撫
縁
靱
蕊
樋
袖
内
模
馨
打
菌

御
簾
蘇
芳
、
編
糸
紫
、
七
緒
、
縁
錦
如
横
榔
、
裏
綾
紫
、

小
簾
四
枚
四
緒
、
懸
緒
八
筋
、
長
各
二
尺
、
色
葛
、

御
下
簾
如
横
榔
、

高
欄
如
例
在
金
物
、

御
畳
縁
繧
綱
京
錘
、

　
嘉
禎
三
年
三
月
廿
六
日
、

廟
結
細
美
布

御
拍
栩
如
常
在
金
物
、

開
戸
黄
金
物
、

猪
隈
　
兵
侯

大
殿
御
慶
申
召
之
、

（
近
衛
家
実
）

（
朱
書
）

「
台
記
保
延
五
年
＋
月
、
八
幡
．
賀
茂
詣
日
、
有
絵
様
、
」

横
榔
庇
　
御
車
内
黒
漆
在
金
物
、

　
　
垂
木
塗
朱

㈱
物
見
縁
黒
漆
舞
勲

　
　
袖
横
縁
上
唐
草
賑
馳
ぐ

　
　
袖
内
横
縁
下
黒
漆
鮪
冊
地
、

　
　
簾
塗
白
緑
、
縁
青
地
錦
鱗

　
　
文
雲
鶴
騰
折

　
　
高
欄
如
例
在
金
物
、

物
見
外
上
連
子

物
見
下
横
榔
毛

袖
下
同
、
采
色
、

袖
内
横
縁
酸
醐
・

下
簾
青
下
濃

地
押
金
薄

車
輿
縛
緒
白
生
絹
郎
碓

」
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棟
木
　
　
革
崎
　
　
富
尾

軸
　
　
　
轄
　
　
　
頸
木

　
　
已
上
木
口
各
入
透
金
物
、

楊
如
例
在
金
物
、
　
畳
国
錘
、

縁
高
麗

『九条家車図』の成立をめぐって

　
　
　
（
本
奥
書
）

　
　
　
「
申
出
官
本
写
之
、
莫
許

　
　
　
外
見
　
、

　
　
　
　
寛
文
二
年
七
月
中
漸

岬
書
藝
正
二
麹
」

　
　
「
此
車
絵
図
者
、
錐
為
或
人
之
秘
本
、

　
　
不
慮
一
覧
之
間
、
令
懇
望
書
写

　
　
校
合
畢
、
尤
可
禁
他
見
者
乎
、

　
　
　
　
元
禄
七
年
初
冬
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飛
鳥
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
督
雅
豊
　
」

」」
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図版1飛鳥井本『九条家車図』の唐車の図



図版2　『春日権現験記絵』巻二・白河院乗用の牛車棺内庁三の丸尚蔵館蔵）


